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はじめに

知的財産制度は、経済・産業、文化の発展のための政策法制であり、企業経営においては、知
的財産を戦略的に活用して、イノベーションの促進を図り、知的財産経営の定着を図ることが期
待されている。特に、戦略的知的財産契約に適切に対応した企業経営に資する知的財産化が重要
である。　
そして、企業経営に資する知的財産のポイントは、質の良い知的財産と具体的な戦略及び人材
の存在であり、特に、契約による企業経営に資する知的財産化が重要である。いわゆる、「企業
経営に資する知的財産」とは、特定の知的財産自体ではなく、企業が保有する知的財産の機能を
十分に発揮させる戦略及びそれを実行する人材・組織により経営戦略に練り込まれた位置付けに
おける知的財産、即ち、「企業経営に資する知的財産化された知的財産」と解すべきである。な
お、知的財産契約の管理とは、広義には、知的財産契約業務全体の管理を意味するが、ここでは
一般的な用法にならい、知的財産契約締結後の管理業務、特に、ライセンス契約を中心に言及す
る。

Ⅰ　ライセンス契約の概要

知的財産制度は、経済・産業、文化の発展のための政策法制であり、企業経営においては、知
的財産を戦略的に活用して、イノベーションの促進を図り、知的財産経営の定着を図ることが期
待されている。特に、戦略的知的財産契約に適切に対応した企業経営に資する知的財産化が重要
である。　
企業経営における戦略的資源としては、知的財産が極めて重要な位置を占めている中で、企業
経営に資する知的財産のポイントは、質の良い知的財産と具体的な戦略及び人材の存在であり、


